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替

議?

時
の
観
光
振
興
に
大
き
く
貢
献
し
て
い

る
大
洗
水
族
館
。
こ
の
施
設
の
建
替
え
を

と

6
月
6
日
竹
内
町
長
ら
一
行
ガ
黒
号
を

訪
れ
構
本
県
知
事
に
要
望
書
を
手
渡
し
早

期
建
替
え
を
陳
情
し
ま
し
た
。

大
洗
水
族
簡
は
¥
昭
和
布
年
に
オ
i
ブ

ン
以
来
「
人
と
海
と
の
ふ
れ
あ
い
L

を
テ

ー
マ
に
大
洗
の
海
の
シ
ン
ボ
ん
施
設
と
し

て
¥
黒
内
外
の
多
く
の
方
々
に
親
し
ま
れ

観
光
大
洗
の
較
と
な
っ
て
い
ま
す
。
近

年
、
全
国
各
地
に
魅
力
匿
の
高
い
水
族
龍

、
ガ
建
設
さ
れ
て
い
る
中
で
¥
大
洗
水
族
簡

は
¥
オ
フ
ン
以
来
お
年
を
経
過
¥
施
設

の
老
朽
化
ガ
進
み
¥
ま
た
展
示
面
で
も
年

簡
を
通
し
疋
集
客
力
を
期
待
し
に
く
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。

&完成した斎場全景

平
成

4
年
度
ガ
ら
継
続
事
業
で
建
設
し

て
ま
い
り
ま
し
だ
町
営
斎
場
ガ
完
成
。

ア
河
か
ら
供
用
開
始
し
ま
し
だ
。

斎
場
は
¥
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
要
望
を

受
け
て
、
町
民
福
祉
と
公
衆
衛
生
の
向
上

を
図
る
だ
め
¥
大
洗
町
第

3
次
総
合
計
画

に
基
づ
き
建
設
さ
れ
だ
も
の
で
す
。

建
設
に
あ
だ
っ
て
は
最
近
の
住
宅
事
情

を
考
慮
し
て
¥
葬
犠
を
行
う
式
場
を
設
け
、

各
種
の
宗
派
に
対
応
で
き
る
祭
壇
(
仏
式
・

正
宗
・
神
式
・
キ
リ
ス
ト
教
〉
を
設
置
す

る
ほ
か
¥
待
合
室
・
ホ
i
ん
・
受
信
・
事

務
室
・
土
冗
居
・
霊
衣
室
・
ト
イ
レ
・
機
械

室
等
で
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ト
造
¥
平
屋
建
。

酉
績
は

4
1
2
9
3附
で
す
。

こ
の
工
事
と
合
わ
せ
て
¥
現
葎
の
火
葬

場
を
増
築
し
て
斎
場
と
廊
下
で
結
び
¥
一

体
的
な
施
設
と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に

整
備
さ
れ
ま
す
。

こ
の
施
設
ガ
¥
長
<
社
会
に
重
献
さ
れ

ま
し
定
政
人
と
の
あ
印
刷
れ
の
場
と
し
て
¥

利
用
さ
れ
る
方
々
に
は
十
分
満
足
し
て
い

だ
だ
け
る
も
の
と
患
い
ま
す
。

今
後
¥
斎
場
進
入
道
路
の
拡
幅
と
周
辺

の
環
境
整
備
が
行
わ
れ
¥
人
生
の
終
え
ん

の
場
に
ふ
さ
わ
し
い
公
園
基
地
に
整
構
さ

れ
る
事
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
だ
状
況
を
踏
ま
え
て
新
し
い
水

族
舘
の
建
設
に
と
鞭
情
。
陳
情
団
は
竹
内

題
畏
・
小
松
崎
議
長
・
田
中
部
議
長
・
棲

本
観
光
出
励
会
冨
会
長
・
小
松
崎
商
工
会

長
・
石
井
旅
館
組
合
長
・
水
谷
観
光
旅
館

組
合
長
・
前
島
民
宿
組
合
長
と
町
職
員
一

行
の
件
名
ガ
橋
本
知
事
を
は
じ
め
¥
人
見

副
知
事
、
富
山
生
活
環
境
部
長
に
陳
情
し

だ
も
の
で
す
。

知
事
室
で
は
¥
竹
内
町
長
か
ら
要
望
書

を
橋
本
知
事
に
手
渡
し
¥
終
始
な
ご
や
か

に
懇
談
し
な
ガ
ら
、
新
し
い
魅
力
の
あ
る

水
族
舘
の
建
替
え
を
現
在
地
に
と
強
<
要

望
し
ま
し
だ
。

&知事に要望する竹内町長

斎場式場等鑓期料金表

区 分 単 {立 使用料
超過使用料

( 1時間)

式 場 日時間 30.000円 5.000円

待合室 2 時間 4.000円 1.000円

霊安室 24時間以内 3.000円

ホール 鎧E 料

O
告
別
式
午
前

9
時
か
ら
午
後

4
詩
ま
で

O
通

寵午
後

g
時
ま
で

A葬儀式場
Jレ4亀ホ

会本町以外の蓄が利用する場合は、別途使用料金となります。

議
・
埼
抑
ぬ

け
骨
j

品
一
世
海
は
、
夏
に
限
ら
な
い
自
然
現

象
で
す
が
、
夏
の
季
語
で
す
。
夏
は

登
山
を
す
る
人
が
増
え
、
雲
海
を
見

る
機
会
が
多
い
か
ら
だ
と
い
わ
れ
て
い

ま
吹
1

苦
労
し
て
山
に
登
り
そ
こ
か
ら

見
る
雲
海
は
、
受
っ
た
人
だ
け
が
味

わ
え
る
H

ご
ち
そ
う
。
と
い
え
ま
十
九

若
い
人
た
ち
に
、
雲
海
を
見
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
か
と
開
い
て
み
ま
し
た
。

「
飛
行
機
の
中
か
ら
見
ま
し
た
」

「
ハ
ワ
イ
に
行
く
機
中
で
ひ
と
眠
り

し
て
呂
が
覚
め
た
ら
、
雲
海
が
朝
日

に
染
ま
っ
て
:
:
:
」

近
ご
ろ
の
若
い
人
た
ち
は
、
登
山

よ
り
も
移
動
中
の
飛
行
機
の
向
か
か
ら

雲
海
を
見
る
こ
と
が
多
い
の
で
し
ょ

、つ，ヵ。雲
海
と
は
、
高
い
山
の
上
な
ど
か

ら
眼
下
に
あ
る
雲
が
、
ま
る
で
大
海

原
の
よ
う
に
見
え
る
現
象
で
す
。
層

積
雲
や
層
雲
一
を
斜
め
に
見
下
ろ
す
の

で
、
品
会
の
頂
が
重
な
り
合
い
、
雲
で

覆
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
日
本
で
か
雲
海
の
名

所
u
と
い
わ
れ
る
山
が
あ
る
か
、
登
山

の
愛
好
家
や
グ
ル
ー
プ
に
聞
い
て
み

ま
し
た
。
す
る
と
、
富
士
山
や
北
穂

高
岳
、
立
山
な
ど
、
多
く
の
山
の
名

前
が
挙
が
り
ま
し
た
。
全
国
各
地
に
、

た
く
さ
ん
あ
る
よ
う
で
す
。
し
か
し
、

こ
の
ほ
か
に
も
大
事
な
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
天
候
と
タ
イ
ミ
ン
グ
、

そ
れ
に
そ
の
と
き
の
雰
囲
気
だ
そ
う

で
す
。
こ
う
し
た
要
素
が
、
雲
海
を

見
て
い
る
人
の
感
情
と
絡
み
合
い
、

感
激
の
度
合
い
が
増
す
の
で
す
。

き
あ
、
あ
な
た
も
雲
海
を
見
に
山

に
行
き
ま
せ
ん
か
。
七
月
二
十
一
日

j
九
月
二
十
日
は
、
「
自
然
に
親
し
む

運
動
」
で
す
。
間
四
立
公
国
や
国
定
公

園
な
ど
を
訪
れ
、
家
族
や
友
人
た
ち

と
楽
し
み
な
が
ら
、
自
然
を
満
喫
し

土品、しょ、つ
o
v
b
九時
込一二
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磯3共小が
4生年連続擾勝

輸
措
区
関
懇
談
会
開
催
さ
れ
る

6
月
8
日
か
ら
幻
自
に
か
け
て
、
町

内
を
7
地
区
に
分
け
地
区
別
懇
談
会
が

開
聞
か
れ
ま
し
た
。

懇
談
会
に
は
、
多
く
の
町
民
の
み
な

さ
ん
が
参
加
。
午
後
7
時
、
竹
内
町
長

の
あ
い
さ
つ
で
始
ま
り
、
各
担
当
課
長

か
ら
、
斎
場
利
用
の
し
か
た
・
下
水
道

事
業
の
あ
ら
ま
し
・
町
制
的
周
年
記
念

事
業
な
ど
の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

質
疑
で
は
、
各
地
廷
と
も
下
水
道
に

対
す
る
受
益
者
負
担
金
や
使
用
料
、
工

事
費
な
ど
の
費
用
負
担
。
斎
場
に
つ
い

て
の
使
用
料
、
生
花
、
花
輪
の
数
。
更

に
は
、
暴
走
族
に
対
す
る
問
題
等
の
質

問
が
行
わ
れ
、
有
意
義
な
懇
談
会
と
な

り
ま
し
た
。

年
金
の
繰
り
上
げ
諸
問
求
拡

慎

重

記

町
民
の
皆
さ
ん
、
お
忙
し
い
中
お
集

ま
り
頂
き
、
有
難
7
ご
ざ
い
ま
し
た
。

/ 

活気づく蔀

国
民
年
金
の
老
齢
基
礎
年
金
支
給

は
悶
歳
か
ら
で
す
が
、
希
望
に
よ
り

ω歳
か
ら
臼
歳
ま
で
の
開
で
も
繰
り

上
げ
て
受
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
場
合
年
金
を
受
け

よ
う
と
す
る
年
齢
に
よ
っ
て
、
年
金

額
が
、
生
涯
減
額
さ
れ
ま
す
の
で
、

十
分
ご
注
意
下
さ
い
。
ま
た
、
こ
れ

と
は
逆
に
、
侃
歳
か
ら
叩
歳
ま
で
の

聞
に
繰
り
下
げ
て
、
増
額
さ
れ
た
年

金
を
受
け
取
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

年
金
を
受
け
る
た
め
の
裁
定
請
求

の
手
続
き
は
、
こ
れ
ら
の
こ
と
と
、

ご
自
分
の
老
後
の
生
活
設
計
を
考
え

あ
わ
せ
て
慎
重
に
お
考
え
下
さ
い
。

ハマグリ

第
訂
回
交
通
安
全
こ
ど
も
自
転
車
水
り
安
全
走
行
テ
ス
ト
、
技
能
走
行
テ
ス

一
戸
地
区
大
会
が
、

6
月
日
日
水
戸
市
常
ト
が
行
わ
れ
難
関
を
見
事
に
突
破
し
た
、

澄
健
康
管
漂
ト
レ

i
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
磯
浜
小
学
校
チ
i
ム
が
団
体
の
部
で
4

で

行

わ

れ

ま

し

た

。

年

連

続

優

勝

。

大

賞

小

、

夏

海

小

学

校

こ
の
大
会
は
、
小
学
校
児
童
の
交
通
チ

i
ム
も
健
闘
さ
れ
ま
し
た
。

安
全
に
対
す
る
興
味
と
関
心
を
高
め
、
ま
た
、
偶
人
の
部
で
も
金
沢
優
君

交
通
知
識
を
身
に
つ
け
さ
せ
、
交
通
事
(
磯
浜
小
)
が
優
勝
、
関
根
篤
史
君
(
磯

故
防
止
を
図
ろ
う
と
、
水
一
戸
地
区
交
通
浜
小
)
が
第
2
位
、
鬼
津
潤
君
(
磯
浜

安
全
協
会
と
水
戸
警
察
署
が
主
催
し
て
小
)
が
第
3
位
に
輝
く
成
績
を
納
め
る

毎

年

行

わ

れ

て

い

ま

す

。

こ

と

が

で

き

ま

し

た

。

大
会
は
、
小
学
校
5
年
・

6
年
生
で
団
体
の
部
優
勝
の
磯
浜
小
学
校
チ
l

構
成
さ
れ
た
H
チ
l
ム

(
1
チ
i
ム
4

ム
は
7
月
7
日
、
水
戸
市
水
府
町
で
行

名
)
町
名
が
参
加
、
当
町
か
ら
は
磯
浜
、
わ
れ
る
、
県
大
会
へ
出
場
す
る
こ
と
に

大
賞
、
夏
海
の
各
小
学
校
が
出
場
し
ま
な
り
ま
し
た
。

し
た
。
当
日
は
、
学
科
テ
ス
ト
に
始
ま
ご
健
闘
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

制
己
頃
よ
り
町
内
青
少
年
の
健
全
嘗
成
に
活
寵
さ
れ
掛

町
て
い
る
、
青
少
年
相
談
員
(
関
根
富
美
雄
会
長
〉
の
開

制

活

動

を

ご

紹

介

し

ま

す

。

棚

『
私
達
の
提
言
』

青
少
年
相
替
貝
渡
辺
喜
一

年齢 減額率 j成額される額 支給額

60歳 -42% 313，900円 433，400円

61歳 35% 261，600円 485，700円

62歳 -28% 209，300円 538，000円

63歳 -20% 149，500円 597，800円

64歳 11% 82，200円 665，100円

(平成6年4月より)

ハ
マ
グ
リ
漁
に
出
漁
し
た
漁
船
が
大

洗
港
に
入
港
す
る
と
朝
の
魚
市
場
は
、

に
わ
か
に
活
気
。

岸
壁
に
横
付
け
さ
れ
た
、
漁
船
か
ら

漁
協
婦
人
部
の
み
な
さ
ん
の
共
同
作
業

に
よ
り
、
次
々
と
水
揚
げ
さ
れ
た
ハ
マ

グ
リ
は
、
手
作
業
で
大
・
中
・
小
に
選

別
さ
れ
「
セ
リ
」
に
か
け
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
ハ
マ
グ
リ
の
資
源
も
無
尽

蔵
に
あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

漁
業
者
の
み
な
さ
ん
は
、
安
定
し
た

1
l
ア
ウ
ト
ド
ア
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

一
中
期
祐
二
さ
ん
と
遊
ん
だ
グ

「
|
|
炎
親
子
キ
ャ
ン
プ
教
璽
開
催

ー
の
惑
い
キ
ャ
ン
パ

i
も
増
え
て
い
る

こ
と
か
ら
、
遊
び
を
と
お
し
て
、
キ
ャ
ン

プ
の
正
し
い
マ
ナ
ー
を
身
に
つ
け
る
こ

と
を
目
的
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

初
日
は
、
閣
議
式
に
続
き
親
子
の
み

な
さ
ん
は
テ
ン
ト
の
張
り
方
や
ひ
の

き
の
木
片
を
削
っ
て
、
は
し
・
ス
プ

i

ン
づ
く
り
や
付
近
の
酪
蔚
へ
出
か
け
て

夕
食
の
材
料
仕
込
み
に
挑
戦
。
夜
は
、

大
洗
高
校
生
会
の
協
力
で
、
キ
ャ
ン
プ

フ
ァ
イ
ア
を
閤
み
楽
し
く
交
流
。

二
日
目
は
、
磯
遊
ぴ
(
釣
り
)
ア
イ

ナ
メ
な
ど
が
釣
れ
、
結
構
成
果
は
あ
っ

た
模
様
。
最
後
に
「
サ
ン
セ
ッ
ト
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
で
お
な
じ
み
の
「
大
洗

焼
き
」
で
昼
食
を
と
り
、
、
キ
ャ
ン
プ
教

室
は
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

担
当
の
商
工
観
光
課
に
よ
る
と
、
来

年
以
降
の
、
キ
ャ
ン
プ
教
室
開
催
に
つ
い

て
は
未
定
と
の
こ
と
で
す
が
、
皆
さ
ん

も
こ
う
い
っ
た
ア
ウ
ト
ド
ア
ラ
イ
フ
を

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

水
揚
げ
を
行
う
た
め
に
、
出
漁
日
・
操

業
時
間
・
漁
獲
量
を
規
制
し
、
更
に
保

護
水
面
医
域
へ
の
稚
貝
の
放
流
を
行
い
、

資
源
管
理
に
務
め
て
お
り
ま
す
。

特
に
、

1
年
蹴
口
μ
、
当
番
制
で
白
夜

密
漁
船
等
の
民
視
取
締
り
を
行
い
、
ハ

マ
グ
リ
資
源
の
保
護
に
漁
業
者
一
丸
と

な
っ
て
、
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

|
|
小
S
な
放
流
大
き
な
漁
獲
|
|

魚
貝
類
の
資
源
保
護
に
ご
協
カ
下

支
」
い
。

@保険料をすべて納付して満額年金

(747，300丹)を受ける場合の鰻り
上げ支給の例

h
F

挨
拶
す
る
竹
内
町
長

ー
チ
リ
も
集
め
り
ゃ
山
に
な
る
f
i
l
i
-
-
J

「
1
4
Jン
ピ

ク

リ

i
ン
作
戦
L
襲
縄
し

tt .... 

6
月
が
「
環
境
月
間
」
で
あ
る
こ
と

に
あ
わ
せ
て
、
制
倫
理
研
究
所
大
洗
支

所
(
支
所
長
・
山
崎
正
)
で
は
6
月
ロ

日
、
大
洗
サ
ン
ビ

l
チ
の
海
岸
を
清
掃

す
る
「
サ
ン
ビ

l
チ
ク
リ
ー
ン
作
戦
」

を
笑
施
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
日
は
休
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

町
内
の
企
業
や
一
殿
町
民
の
方
を
含
め

m名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
成
果
の

ほ
ど
は
・
・
・
・
・
・
短
時
間
の
清
掃
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
相
川
と
ト
ラ
ッ
ク
4
台
分
ノ
。

い
か
に
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
が
多
い
こ

と
か
。
し
か
し
、
こ
の
清
掃
に
よ
り
、

き
れ
い
な
海
岸
を
取
り
一
民
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

き
て
、

2
週
間
後
の
羽
田
に
は
釘
に

よ
る
「
ク
リ
ー
ン
作
戦
」
も
実
施
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
と
こ
ろ
で
、
大
洗
町
の

「
1
人
あ
た
り
ゴ
ミ
収
集
量
」
(
平
成
3

年
)
は
沼
町
内
一
。
こ
の
機
会
に
皆
さ
ん

も
「
ゴ
ミ
減
ら
し
」
や
「
リ
サ
イ
ク
ル
」

に
つ
い
て
、
も
う
一
度
考
え
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

らあお

税

だ

よ

り

お

6
月
日
日

-uaの
2
日
間
、
中
川

祐
二
さ
ん
(
ア
ウ
ト
ド
ア
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
・

N
H
K
教
育
出
演
)
を
講
師
に

迎
え
て
、
親
子
、
キ
ャ
ン
プ
教
室
が
大
洗

サ
ン
ビ
!
チ
キ
ャ
ン
プ
場
で
開
か
れ
、

河
名
の
親
子
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
キ
ャ
ン
プ
教
室
は
、
ア
ウ
ト
ド

ア
指
向
人
口
が
増
え
る
に
つ
れ
、
マ
ナ

特
期
地
方
鵜
費
税
む
つ
い
て

と
な
ど
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

料
理
屈
・
ス
ナ
ッ
ク
・
レ
ス
ト
ラ

ン
な
ど
で
飲
食
を
し
た
と
き
、
一
人

あ
た
り
の
料
金
が
七
千
五
百
円
を
超

え
た
場
合
、

3
%の
特
別
地
方
消
費

税
が
か
か
り
ま
す
。

ま
た
、
ホ
テ
ル
・
旅
館
な
ど
に
宿

泊
し
た
と
き
に
、
一
人
あ
た
り
の
料

金
(
宿
泊
料
と
飲
食
料
を
合
算
す
る
)

が
一
万
五
千
円
を
超
え
た
場
合
、
陪

じ
よ
う
に

3
%の
特
別
地
方
消
費
税

が
か
か
り
ま
す
。

こ
の
特
別
地
方
消
費
税
の
う
ち
、

五
分
の
一
は
こ
れ
ら
の
料
理
庖
や
ホ

テ
ル
の
あ
る
市
町
村
に
交
付
さ
れ
、

市
町
村
の
財
源
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
水
戸
田
市
税

事
務
所
関
税
課
(
曾
お

4
8
0
0
)

ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

日
頃
私
達
青
少
年
相
談
員
の
活
動
に

ご
支
援
ご
理
解
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

私
た
ち
は
町
教
育
委
員
会
に
事
務
局

を
置
き
、
現
在
却
名
で
大
洗
町
を
8
一区

域
8
班
で
担
当
し
、
次
の
よ
う
な
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

一
、
非
行
、
い
じ
め
、
長
欠
児
、
家
庭
・

学
校
内
外
に
お
け
る
諸
問
題
の
相
談

一
、
シ
ン
ナ
ー
族
、
暴
走
族
の
対
策

一
、
危
険
個
所
、
溜
り
場
、
空
家
の
把

握
と
巡
回

一
、
放
霞
自
転
率
、
盗
難
バ
イ
ク
等
の

通
報
ま
た
本
年
は
善
行
者
の
表
彰
を
推
進

し
上
申
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

小
さ
な
親
切
、
隠
れ
た
美
談
、
立
派

な
行
動
者
と
の
出
会
い
が
よ
り
多
く
な

る
よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
。
ご
心
配
ご

連
絡
先
@
各
地
区
班
長
宅

E海Z 大賞 刀t 方t
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海
の
記
窓
巴

海
の
句
間
同

七
舟
二
十
日

七
月
二
十
巴
j
三
十
一
日

錨
人
事
業
税
第
一
期
分
の

納
税
立
つ
い
て

輝
氏
hv~何
回
悩

個
人
事
業
税
第
一
期
分
の
納
期

は
、
八
月
十
九
日
か
ら
八
月
三
十
日

ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
納

期
内
に
納
付
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

な
お
、
預
金
口
康
か
ら
の
振
替
に

よ
る
納
税
も
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
利
用
下
さ
い
。

詳
し
く
は
、
水
戸
沼
市
税
事
務
所
へ

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

水
戸
県
税
事
務
所

千
制
水
戸
市
概
町
1

i

3

1

官
幻

1
4
8
0
0

平成6年7月5日

b
-
1
i昨

大
洗
町
青
少
年
セ
ン
タ
ー

(
中
央
公
民
館
内
)

宮

町

0
2
3
0

事
務
局

惨
熱
心
に
説
明
を
聞
く
親
子



らあおお 平成61手7月5El

(親善〉時鵡瞬間

、J
第
口
回
を
迎
え
た
、
町
消
防
団
(
谷

田
部
省
蔵
団
長
)
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

が、

6
月
ロ
日
(
日
)
町
総
合
運
動
公
関

多
罰
的
広
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

t-~ 

関昭一郎さん

学
校
薬
剤
師
・
関
昭
一
郎
(
磯
浜
町

1
0
2
0
番
地
)
さ
ん
が

4
月
8
日、

東
海
大
学
校
友
会
館
(
東
京
都
霞
ヶ
関

ビ
ル
)
で
開
催
さ
れ
た
、
学
校
薬
剤
師

i丈
v 
7訳、

5
月
mu
日
町
総
合
遂
動
公
園
体
育
館

で
、
第
訪
問
町
家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
に
5
チ
i
ム
(
同
名
)
が
参
加

(3)第271号

こ
れ
は
、
団
員
の
体
力
向
上
と
相
互

の
親
睦
を
深
め
よ
う
と
、
分
団
員
別
名

が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
梅
雨
期
に
も
か
か
わ
ら
ず

し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

日
頃
、
家
事
や
育
児
に
負
わ
れ
、
忙

し
い
合
間
を
ぬ
っ
て
練
習
に
は
げ
ん
で

き
た
お
母
さ
ん
た
ち
は
、
練
習
の
成
果

を
随
所
に
発
揮
、
精
一
杯
プ
レ

i
。

決
勝
戦
は
、
全
勝
チ

i
ム
の
大
洗

ク
ラ
ブ
と
本
大
会
最
年
長
(
引
歳
)
の

高
坂
あ
や
子
選
手
率
い
る
い
わ
ふ
ね
ク

ラ
ブ
が
対
戦
し
、
・
8
カ
に
勝
る
大
洗
ク

ラ
ブ
が
前
回
に
続
き
、
連
続
優
勝
を
果

た
し
ま
し
た
。

試
合
の
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

優

勝

大

洗

ク

ラ

ブ

準
優
勝
い
わ
ふ
ね
ク
ラ
ブ

第
3
位
オ
リ
ー
ブ
ク
ラ
ブ

好
天
に
恵
ま
れ
、
ま
た
、
緊
急
時
に
も

対
応
で
き
る
よ
、
つ
に
と
各
分
間
が
消
防

車
を
待
機
し
て
万
全
の
体
制
。
午
前
9

待
試
合
が
開
始
さ
れ
、
予
選
・
決
勝
と

も
リ
ー
グ
戦
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

各
分
間
と
も
、
日
頃
の
迅
速
な
行
動

力
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
随
所
に
発
揮
さ

れ
、
終
始
白
熱
し
た
好
ゲ
ー
ム
が
繰
り

広
げ
ら
れ
、
み
ご
と
第
7
分
間
が
優
勝

を
飾
り
ま
し
た
。

結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

優

勝

第

7
分
団

準

優

勝

第

4
分
間

第
3
位

第

1
分
間

古
舘
侶
切
q
d
L
V
棚

c
b
B

呂
マ
シ
侶
命
仰
す

一
麟
韓
親
購
擦
り
議

今
年

4
月
に
、
次
の

2
名
の
新
採
職

員
、
か
入
庁
し
ま
し
だ
。

大

川

洋

一

捌

(

保

健

諜

)

久

保

木

浩

志

凶

(

税

務

課

)

現
夜
、
配
属
さ
れ
だ
各
課
で
い
か
に

大 JII洋一君主

(保健諜)

今
年
の
四
月
L
r
ら
役
場
に
入
り
、
保

春
季
開
演
野
藤
大
会
糊
開
催
書
、
れ
る

春
季
町
民
野
球
大
会
が
、

5
月
8
日

か
ら

n
aま
で
の
各
日
曜
日
に
町
総
合

運
動
公
関
野
球
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
で
第
四
回
目
。
伝
統
と
な
っ
て

い
る
こ
の
大
会
に
、
ロ
チ

i
ム
(
酬
名
)

が
参
加
し
て
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

各
チ

i
ム
と
も
激
し
い
戦
い
を
繰
り

広
げ
、
好
試
合
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
に
あ
っ
て
、
強
豪
チ

i
ム
が

次
々
と
敗
退
し
て
い
く
中
、
決
勝
戦
は

強
力
打
線
で
勝
ち
進
ん
だ
ニ
ュ
ー
ス
タ

i
ズ
と
常
連
の
新
友
会
が
対
戦
し
、
新

友
会
投
手
陣
の
大
乱
調
で
日
対
2
の
大

差
で
ニ
ュ
ー
ス
タ

i
ズ
が
圧
勝
し
、
う

れ
し
い
初
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

試
合
の
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

優

勝

ニ

ュ

i
ス
タ
!
ズ

準

優

勝

新

友

会

第
3
位
オ
ノ
チ
ョ
ッ
プ
ス

森と湖に親しむ旬間

1---31闘

森と潮の

や症しぜ

伝えよう
唱轟轟轟悟

第
3
位

N

〔
最
優
秀
選
手
賞
〕

佐
藤
史
隆
(
ニ
ュ
ー
ス
タ
i
ズ
)

(
打
撃
賞
〕

山
間
聡
一

〔
敢
鶴
賞
〕

小
松
崎
基
次

Y 
(
ニ
ュ
ー
ス
タ

i
ズ
)

(
新
友
会
)

議欝撃陣

も
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
ら
し
く
、
は
つ
ら

つ
と
し
て
一
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
一
一
言
、
抱
負
な
ど
を
醤
い
て

も
ら
い
ま
し
だ
の
で
、
紹
介
し
ま
す
。

争

O

A

帯。

健
課
題
民
健
康
保
険
係
に
配
属
さ
れ
ま

し
た
。
そ
れ
か
ら
一
ニ
ヶ
月
が
過
ぎ
、
職

場
の
雰
囲
気
に
も
慣
れ
て
き
ま
し
た
。

担
当
し
て
い
る
の
は
、
国
保
税
納
付
警

の
発
行
や
保
険
証
の
交
付
な
ど
が
主
と

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
外
に
も
窓
口
に

立
つ
て
の
説
明
や
電
話
で
の
応
対
も
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
問
い
合
せ
に
対

し
適
切
な
答
え
が
出
来
ず
、
係
の
先
輩

方
に
代
っ
て
答
え
て
い
た
だ
い
て
い
る

の
が
現
状
で
す
。
一
日
も
早
く
一
人
前

に
な
り
、
町
民
の
方
々
に
解
り
や
す
く
、

納
得
の
い
く
答
え
が
出
来
る
よ
う
に
な

り
た
い
と
努
力
し
て
い
ま
す
。
公
務
員

と
し
て
の
心
構
え
を
忘
れ
ず
に
、
一
生

懸
命
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
役
場

内
や
町
内
で
見
か
け
た
と
き
に
は
、
気

q
d
韓
民
酔

治

茂

シャドウズ

E F 80 ~ 200 F I I 

萩谷

v 

V f皆楽園で梅を観ている人達のう

しろ姿や花との組合せが面白く患

いシャッターをきりました。

F 5 . 6 80 ~ 200 Pオー卜

古)111盗之

⑬ 

軽
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

警

久保木浩志君

(税務課)

学
校
薬
剤
師
の
関
昭
一
郎
さ
ん

l
J

文
部
大
臣
表
彰
者
受
賞
l
L

制
度
的
周
年
記
念
大
会
の
席
上
で
、
赤

松
良
子
文
部
大
臣
か
ら
功
労
者
と
し
て

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

関
昭
一
郎
さ
ん
は
、
学
校
薬
剤
師
と

し
て
永
年
に
わ
た
り
、
児
童
生
徒
の
健

康
管
理
に
努
力
さ
れ
た
こ
と
が
認
め
ら

れ
、
今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
児
童
生
徒
の
健
康
管
理

の
た
め
に
ご
活
躍
下
さ
い
。

大
洗
町
役
場
に
就
職
、
税
務
課
課
税

係
に
配
属
に
な
り
、
玉
に
固
定
資
産
税
を

担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

社
会
人
と
し
て
の
臼
々
も
3
ヵ
月
が

過
ぎ
て
や
っ
と
職
場
に
も
慣
れ
、
良
き

上
可
や
先
輩
方
に
恵
ま
れ
、
ご
指
導
い

た
だ
き
な
が
ら
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
お

り
ま
す
。
し
か
し
、
回
定
資
産
税
と
い
う
今
ま

で
の
生
活
の
中
で
接
す
る
こ
と
の
な
か

っ
た
税
金
は
大
変
難
し
く
、
い
ざ
窓
口

で
の
応
対
と
な
る
と
行
き
と
ど
か
ず
ご

迷
惑
を
か
け
る
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。

今
は
ま
だ
与
え
ら
れ
た
仕
事
を
す
る

の
で
積
一
杯
で
す
が
一
日
で
も
阜
く
仕

事
を
覚
え
、
み
な
さ
ん
の
お
役
に
立
て

る
よ
う
頑
張
り
ま
す
の
で
、
ど
う
か
笈

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

〔
評
〕
逆
光
に
映
る
影
の
写
真
で
あ
る

が
、
着
目
点
と
構
図
が
よ
い
。

(
絹
針

弘
己

〔評〕 さりげない後ろ姿が季節感を

強調しています。

弘巳)(事局長十

肌
寒
き
鵡
生
三
月
よ
き
友
と
心
の
痛

み
わ
か
ち
あ
い
つ
つ

お

ら

勝

山

美
選

春
冷
え
の
一
日
を
こ
も
り
疹
く
膝
な

す
す
べ
も
な
く
う
つ
ろ
に
過
す

仲

町

庄

司

千

代

子

〔
評
〕
齢
を
重
ね
る
に
つ
れ
て
、
体

の
不
調
は
誰
に
で
も
や
っ
て
く
る
。

内
臓
に
異
常
は
な
く
て
も
、
売
す
足

腰
が
や
ら
れ
る
よ
う
だ
。
作
者
は
い

つ
も
し
っ
か
り
と
自
分
を
見
詰
め
た

と
こ
ろ
で
歌
を
つ
く
っ
て
い
る
。
初
旬

「
春
冷
え
の
…
日
」
そ
し
て
結
句
っ
7

つ
ろ
に
過
す
」
と
、
手
際
一
一
い
捉
え
方

で
全
体
を
纏
め
詠
み
あ
げ
て
い
る
。

お
し
な
べ
て
光
る
若
葉
の
山
里
は
小

雨
に
深
く
緑
ま
し
た
り

寺

釜

佐

藤

よ

し

子

〔
評
〕
若
葉
が
小
雨
の
中
に
光
っ
て

い
る
と
見
た
と
こ
ろ
が
い
い
。
春
を

過
ぎ
初
夏
と
も
な
る
と
山
々
の
繰
は

一
段
と
輝
き
を
増
し
て
く
る
。
雨
が

降
れ
ば
雨
に
心
を
置
き
な
が
ら
自
然

の
姿
に
思
い
を
移
す
と
こ
ろ
に
歌
の

世
界
が
あ
る
。

ほ
の
靖
き
宴
席
め
ぐ
る
娘
の
ほ
ほ
の

涙
光
り
ぬ
キ
ャ
ン
ド
ル
の
灯
に

磯

浜

谷

ひ

ろ

し

〔
評
〕
祝
宴
の
情
景
が
あ
り
あ
り
と

白
に
浮
ん
で
く
る
。
祝
卓
の
そ
れ
ぞ

れ
に
キ
ャ
ン
ド
ル
の
火
を
点
じ
て
行

く
二
人
に
目
は
注
が
れ
、
怒
り
な
い

祝
福
が
お
く
も
れ
る
。
作
者
自
身
の

呂
に
も
、
溢
れ
て
な
ら
な
い
一
波
が
ほ

の
培
い
中
に
見
え
て
く
る
。

生
い
繁
る
枝
を
捕
え
ば
展
け
た
る
海

近
々
と
明
る
く
見
ゆ
る

角

一

前

原

青

嵐

〔
評
〕
い
つ
の
間
に
か
繁
り
と
な
っ

た
木
の
枝
々
を
払
い
落
し
、
そ
の
作

業
を
終
え
た
時
あ
ま
り
に
も
海
が
明

る
く
見
え
る
と
い
う
の
だ
。
心
に
広

が
る
発
見
で
あ
る
。
陣
話
を
感
動
と

し
て
捉
え
る
自
分
の
生
活
を
複
に
持

つ
こ
と
が
大
切
と
忍
う
。

祝

町

河

野

み

よ

〔
評
〕
老
い
て
な
お
心
労
す
る
明
け

暮
れ
に
、
友
の
慰
め
は
何
よ
り
も
心

強
い
。
悲
し
み
は
分
ち
合
う
程
小
き

く
な
り
、
喜
び
は
分
ち
A
弓
つ
程
大
き

く
な
る
。
良
き
友
ほ
ど
有
難
い
も
の

は
な
い
。

民
の
面
に
み
ど
り
の
杜
と
綿
雲
の
や

さ
し
く
影
を
映
し
て
い
た
り

舟
渡
照
羽
田
と
よ
?
?

〔
評
)
こ
の
作
者
は
可
成
り
の
カ
を

も
っ
て
い
る
。
緑
の
森
と
白
い
綿
雲
と

を
取
り
合
せ
て
心
静
か
に
自
の
前
の

水
面
に
白
を
落
し
て
い
る
。
映
し
出

さ
れ
た
心
象
が
一
首
と
な
っ
て
成
功
。

こ
ら
え
い
る
歓
喜
は
じ
け
て
聞
か
ん

か
桜
く
ま
な
く
渡
る
答

堀

翻

身

内

ゆ

み

〔
評
〕
気
の
込
め
ら
れ
た
詠
風
が
外

に
出
て
い
る
と
い
う
か
、
一
気
に
よ

み
よ
げ
た
歌
。
ご
」
ら
え
い
る
」
「
液

る
苔
」
と
作
者
の
作
歌
意
欲
が
打
ち

出
さ
れ
て
い
て
気
持
が
い
い
。

倖
せ
は
由
同
八
労
が
創
る
も
の
と
云
ふ
何

米
だ
ろ
う
と
食
べ
て
足
ら
へ
り

蔵

前

回

山

俊

男

〔
評
〕
自
分
へ
は
勿
論
、
現
代
社
会

へ
の
訴
え
を
含
め
て
の
歌
。
賓
窮
の

過
去
を
忘
れ
、
豊
熟
に
身
を
や
っ
す

現
今
に
、
憂
い
と
も
怒
り
と
も
交
々

作
者
の
気
持
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
い

い
歌
で
あ
る
。

夜
の
海
の
波
静
か
な
り
ひ
と
り
来
て

砂
原
に
立
ち
海
を
眺
む
る

東
光
ム
口
邸
中
勝
校

〔
評
〕
上
旬
の
原
作
は
「
夜
の
海
静

か
に
聞
こ
ゆ
波
の
音
」
と
な
っ
て
い
た
。

初
旬
、
二
句
、
一
一
一
句
、
と
い
ず
れ
も
小

休
止
。
波
の
音
と
い
っ
た
時
に
、
開
こ

ゆ
と
、
重
複
は
さ
け
た
い
。
そ
こ
で
先

の
よ
う
に
上
旬
を
添
削
し
て
み
た
。

作
者
は
俳
句
楠
に
も
投
稿
さ
れ
て

い
る
意
欲
的
な
方
。
素
精
し
い
と
恵

、
っ
。
更
な
る
御
健
詠
を
念
じ
つ
つ
。
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茨
城
興
文
化
撞
祉
事
業
団
関
関
年
記
愈

司
闘
持
日
恭
氏
炉
問
習
盟
問
ず
@
紹
』

そ
こ
広
す
む
、
珍
し
日
魚
危
ち

ウ
ィ

i
デ
ィ

i
シ
i
ド
ラ
ゴ
ン
や
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
南
部
の
海
域
に
生
息
す
る

魚
類
を
一
堂
に
会
し
、
生
態
、
特
徴
の

解
説
を
す
る
と
と
も
に
、
事
業
団
及
び

大
洗
水
族
館
の
概
要
、
沿
革
を
紹
介
。

{

会

場

]

イ
ベ
ン
ト
ホ

i
ル
・
レ
ク
チ
ャ
ホ
ー

ル
・
魚
水
槽
前

{

内

容

}

@
南
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
冷
た
い
海
に

生
怠
す
る
約
加
種
別
点
を
水
槽
展
示

の
ほ
か
、
写
真
、
パ
ネ
ル
解
説
。

@
擦
文
化
福
祉
事
業
圏
、
大
洗
水
族
舘

の
叩
年
間
の
安
遷
を
紹
介
。

も百

特
設
人
権
法
務
棺
談
所
が
開
設
さ
れ

ま
す
の
で
、
人
権
侵
害
や
土
地
境
界
、

借
地
、
借
家
、
相
続
、
扶
養
、
結
婚
、

離
婚
等
の
問
題
で
相
談
の
あ
る
方
は
、

お
気
軽
に
お
い
で
下
き
い
。

O
と

き

7
同
月
刊

ω
日
(
木
)

午
前
日
時
i
午
後
3
時

役
場
3
階
会
議
室

弁
護
士
・
法
務
局
職
員
・

人
権
擁
護
委
員

水
戸
地
方
法
務
局
・
水
戸

人
権
擁
護
委
員
協
議
会

O
と
ニ
ろ

O
相
談
者

O
主

催

平成6年7月513

黄
門
祭
・
八
朔
祭
な
ど
の
お
祭
り
で

神
輿
を
か
つ
い
で
み
ま
せ
ん
か
。

荒
磯
会
で
は
、
会
員
の
募
集
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

ぜ
ひ
参
加
し
て
下
さ
い
。

@
入
会
金
・
:
:
:
:
2
、
0
0
0
円

@
年
会
費
:
:
・
:
:
6
、
0
0
0
円

@
衣
装
代
(
半
天
)
6
、
5
0
0
円

。
申
し
込
み
先

大
洗
町
商
工
会
内

荒
磯
会
事
務
局
(
担
当
・
佐
々
)

雷

同

1
6
1
1
i
7
1
1

{

期

間

}

7
月
初
日
か
ら
刊
月
紅
白
ま
で

{
問
い
合
わ
せ
先
}

大
洗
水
族
館
器

U
1
5
1
5
1

O
土
@
日
曜
の
連
絡
先

小
松
崎
会
長
宅
(
釜
屋
金
物
庖
)

宮

町
1
2
4
1
5

lβ|大洗間罷瞭襲楽盟圏翼譲葉 IT

1J」『h ;
f議機騒

もI: 

4月に大洗町で初めて町民による吹奏楽団が発足しました。

現在、 26名の団員で楽しく練習しています。

さらに多くの団長を募集しております。是非参加して下さい。

惨団員資格 中学生以上

険団 資月額 1，000円

惨練習日毎週日曜日 午後6時~午後 9時

惨練習場所 大洗文化センター内漁村センター研修室

隣市し込み先

@新屋j関宿

(谷国部霊登 67-2037)

@マルアイ

(桧山宮67-3155)

@役場住民課

(藤本宮67-5111)

@教育委員会生i産学習課

(石井霊堂67-0230)

時
営
0

ア
ー
ル
の
開
設
に
つ
い
て

7月21日附-8月24日(刻
午前9時一午後4時30分

〈開設期間〉

〈開設時間〉

〈入場料〉

区 ラ子 イ毘 人
団 体

(30名以上)

是主 360P3 290円

高校生 290円 230円

中学生 170円 130円
3歳以上 140円 1 10円小学生以下

※
付
添
者
・
再
入
場
者
も
同
額
の
入
場

料
を
い
た
だ
き
ま
す
。

※
サ
ン
オ
イ
ル
・
水
中
メ
ガ
ネ
-
シ
ュ

ノ
!
ケ
ル
の
使
用
は
禁
止
で
す
。

会
プ

i
ル
規
模

縦
印

m
×
横
目

m
-
水
深
川
m
l
M
m

縦
川
町

m
×
横
目

m
-
水
深
川

m
j
M
m

縦

5
m
×
横
山

m
-
水
深
川

m
j
M
m

(
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
)

ポ
i
J
Iス
カ
ウ
ト
銀
翼
惹

噛
野
健
概
し
て
い
ま
す
。
M
M
H

自
然
の
中
で
の
び
の
び
と
遊
び
な
が

ら
、
自
立
心
や
創
造
力
、
探
究
心
を
一
養

い
楽
し
く
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

女
募
集
瞭
員

小
学
5
年
生
j
中
学
3
年
生

女
申
し
込
み
先

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
大
洗
第
1
団
長

水
谷
虎
次
郎
宮
町
1
2
1
2
4

開の人毘と世帯
(6，FlIEl現在)

人口 20，735人(-1) 
男 10，290人(+4) 
女 10，445人(-5) 
世得数 6，456戸(+16) 
転入139人転出152人
出生 31人 死亡 31人

告大洗文化センタ一行事予定表 (7/10"""27) (H 6.6.8現在)

関

まちづくり議~(子供の肥満教室) 料無大洗町役場保健課大会議室13: 30-7月10日 (B)

7月1517 24日
幽(日)ー(日)

7月21B (木)

関係者コールさざなみ中会議室

大会議室

苦ヨ練スフコ18: 00-

料無大洗車T教宥研究会大洗町教育研究会(講演会)13: 00-

'
自
転
車
の
防
犯
登
録
を
し
よ
う

自
転
車
利
用
者
が
増
え
る
に
伴
い
、

鉄
道
駅
・
バ
ス
停
周
辺
等
の
放
置
自

転
車
及
び
自
転
車
の
盗
難
被
害
の
増
加

に
対
処
し
、
自
転
車
交
通
の
円
滑
化
を

図
る
た
め
法
律
の
一
部
改
正
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

入場方法催.:E. 隠儀場所主事内事世雀告書始待問日催

関係者山罰ピアノ教室ホール会表発ノアピ了同メ入
口13: 00-7月24B(臼)

関係者水戸地区交通安全協会大会議室遂転免許更新時講習会9: 00-7月27臼 (7]()

こ
の
た
め
、
大
洗
町
が
防
犯
登
録
の

指
定
地
域
に
指
定
さ
れ
防
犯
登
録
が
義

務
化
さ
れ
ま
し
た
。

防
犯
登
録
は
、
自
転
車
商
協
同
組
合

加
入
の
自
転
車
広
等
で
行
っ
て
お
り
ま

す
の
で
ご
棺
談
下
さ
い
。

本
格
的
な
海
水
浴
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え

る
に
あ
た
り
、
町
で
は
県
有
の
駐
車
場

(
県
か
ら
町
が
委
託
管
海
一
)
に
、
例
年

ど
お
り
有
料
期
間
を
設
け
ま
す
。

町
民
の
皆
様
に
は
、
何
か
と
ご
不
便

と
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、

何
卒
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
み
9
可

。
有
料
駐
車
場

①
大
洗
都
市
公
宮
内
駐
車
場

②
県
立
大
洗
海
浜
公
閣
内
町
営
駐
車

民

Fm
4
J
 

③
角
一
下
町
営
駐
車
場

有
料
駐
車
場
の
開
設
じ
つ
い
て

。
有
料
期
間

7
月
幻
日
(
土
)
1
8
月
回
目
(
日
)

O
有
料
時
間

マ

平

日

l
午
前
5
時
i
午
後
3
時

マ
土
曜
日

l
午
前
5
時
i
午
前
0
時

マ
日
曜
日

1
午
前
0
時
j
午
後
3
時

。
駐
車
料
金

O
大
型
車

j
i
-
-
-
2
、
2
0
0
円

O
中
型
車
:
・
:
:
:
・

9
0
0
円

。
普
通
車

:
:
:
:
:
:
7
0
0
円

。
原
付
自
動
二
輪
車

3
0
0
円

(
商
工
観
光
課
)

新町9区の 1

長谷川 睦ちゃん

( 1歳6ヶ月)

保{建センター

?芝より

※主な催しのみです。詳しくは大洗文化センター(s66-2442)へお問い合わせ下きい。

事

名

ふ|ι|ぶ。|ふJふ|よ41よJι

業

本

E品

'1< 
グに

B 母

子

保

健

教

護

離

乳

食

教

室

母

子

保

健

教

室

先す

象

-
時
日
分

2
時
江
川
分

叩
時
∞
分

日
時
吋
刊
山
分

日
時
吋
∞
分

ー
昨
吋
∞
分

1
昨
吋
日
山
分

3
時
鈎
分

1
時
∞
分

2
持
∞
分

1
待
∞
分

2
時
∞
分

1
時
吋
∞
分

2
時
∞
分

9
時
∞
分

日
時
∞
分

1
時
吋
∞
分

2
時
∞
分

名

受
付
・
実
線
待
問
問

保
育
関
・
幼
稚
問
問
・
学
校
も
れ
者

妊
娠
6
ヵ
月

i
8
ヵ
月
の
初
産
の
方

生
後
3
ヵ
月

i
ロ
ヵ
月
の
乳
幼
児
及

び
母
線

一
般
診
査
・
相
談

妊
娠
6
ヵ
月

1
8
ヵ
月
の
初
産
の
方

前
年
度
基
本
健
康
診
査
で
要
指
導
の

方
及
び
一
般
住
民

三

歳

児

健

診

i見

健

診

芋L

8 
/ 
(月)1 

母

子

ヰ自

談

母
と
子
の
虫
歯
予
防

教
室

内
〈

υ

8
ノ
州
制

「
機
能
回
復
訓
練
」

午
前
の
部
制
訓
練
(
午
前
9
時
i
午
前
日
時
)

0
7
月
刊
品
目
ω

0

7
月
日
日
幽

0
7
月
四
日
附

0
7
月
幻
自
幽

0
7
月
出
日
閃

0
7
月
目
白
幽

0
8
月
5
日
幽

0
8
月
9
日

ω

午
後
の
部
訓
練
(
午
後
1
時
1
午
後
3
時
)

お
器
開
、
と

11 

杏1!.'

煙

節
酒

長~~
慶
長
寿

11 

@
禁
煙
は
百
益
あ
っ
て
も
一
害
な
し

@
百
薬
の
長
ア
ル
コ
ー
ル
も
飲
み
方

次
第

喫
燈
は
腕
が
ん
、
虚
血
性
心
疾
患
、

関
寒
性
肺
疾
患
の
危
険
性
を
高
め
る
ほ

か
、
喉
頭
が
ん
、
食
道
が
ん
を
始
め
、

幾
つ
か
の
が
ん
の
危
険
因
子
で
も
あ
り

ま
す
。
た
ば
こ
を
始
め
か
ら
吸
わ
な
い

か
、
禁
煙
す
れ
ば
、
一
連
の

n
た
ば
こ

病
。
の
予
防
に
役
立
ち
ま
す
。

長
い
間
ア
ル
コ
ー
ル
欽
料
を
多
く
欽

み
続
け
る
と
、
肝
炎
、
肝
硬
変
、
肝
臓

が
ん
な
ど
の
危
険
性
が
高
ま
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
循
環
器
疾
患
に
お
い
て

も
、
過
剰
飲
酒
は
高
血
圧
の
危
険
因
子

3
歳
の
誕
生
に
達
し
た
幼
児

生
後
2
ヵ
月

1
3
ヵ
月
の
乳
児

生
後
6
ヵ
月
1

7
ヵ
月
の
乳
児

母
性
及
ぴ
乳
幼
児

4
歳

1
5
歳
の
児
裳
及
び
母
親

0
7
月
8
臼
樹
内
科
産
診
察
指
導

0
7
月
日
日
開
整
形
外
科
医
指
導

0
8
月
2
臼
例
専
門
療
法
士
指
導

訓
練
場
所
大
洗
町
保
健
セ
ン
タ
ー

訓
練
対
象
障
害
を
も
っ
た
方
で
機
能

回
復
訓
練
を
必
要
と
す
る

者

※
雨
天
の
場
合
は
中
止
と
な
り
ま
す
。

で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
つ
つ
あ

り
ま
す
。
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
も
総
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
含
め
、
エ
ネ

ル
ギ
‘
!
の
過
剰
摂
取
に
注
意
す
る
と
と

も
に
、
飲
酒
に
伴
う
栄
養
の
偏
り
を
防

ぐ
必
要
が
あ
り
ま
す
。
日
本
人
の
適
量

は
平
均
し
て
、
一
日
当
た
り
日
本
滋
で

一
1
ニ
合
(
ビ

l
ル一

1
二
本
、
ウ
イ

ス
キ
ー
ダ
ブ
ル
で
一

1
二
杯
)
以
下
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
成
人
病
予
防
、
健

康
長
寿
の
た
め
に
適
正
飲
酒
に
心
掛
け

る
と
と
も
に
、
選
に
二
日
程
度
は
休
好

日
(
酒
な
し
デ

i
)
を
つ
く
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
(
栄
養
士
・
野
口
洋
子
記
)


